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夏
・
体
験
、ボ
ラ
ン
テ
ィア

あだちの中学・高校生のみなさん、

今年の夏休みは区内の福祉施設でボラ

ンティア体験をしてみませんか。ここ
での新しい出会いは、き っとみなさん

の宝物となることでし ょう。

障
害
福
祉
施
設

体

験

中
学
・
高
校
生
の
た
め
の
コ
ー
ス

日
程
・
体
験
施
設
・
募
集
人
員
1
7
月
2
5

・
2
6日
/
2
8・
2
9日
/
8
月
1
・
2

日
/
9

・
1
0日
/
1
1
・
1
2日
(
計
5

回
)
、西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、

各
日
2
人
(
1
人
2
日
間
参
加
)

対
象
=

区
内
在
住
の
中
学
生
お
よ
び
高
校
生

体
験
内
容
l
食
事
や
車
い
す
の
介
助
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

登
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

老
人
ホ
ー
ム
・
障
害
福
祉
施
設
体
験

高
校
生
・
2
0代
の

青
年
の
た
め
の
コ
ー
ス

日
程
・
体
験
施
設
・
募
集
人
員
4
」
い
月
1
8
日
～
2
2

日
、
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
6
人
/
7
月

1
8
日
～
2
2
日
、
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
3

人
/
7
月
2
1
日
～
2
5
日
、
特
別
餐
護
老
人
ホ
ー
ム
ゆ

う
あ
い
ら
ん
ど
・
さ
の
、
6
人
/
7
月
2
1
日
～
2
5
日
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ゆ
う
あ
い
の
郷
・
扇
、6
人

(時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0分
1
午
後
4
時
)

対
象
―
区
内
在
住
で
高
校
生
以
上
の
1
0代
、2
0代
の

青
年
(
原
則
と
し
て
5
日
間
す
べ
て
参
加
で
き
る
方
)

費
用
a
千
円
(
保
険
代
)

申
込
u
電
話

χ
7
月
1
4

貝
木
)
に
事
前
研
修
が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
―
青

年
セ
ン
タ
エ

登
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

あ
な
た
の
体
験
や
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
H

月
1

日
号
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
集
を

予
定
し
て
い
ま
す

。
い
ま
、
福
祉
の
現

場
に
限
ら
ず

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

舞
台
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す

。
そ
う

し
た
み
な
さ
ん
の

、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
体
験
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い

。

申
込
=
(

ガ
キ
ま
た
は
封
書

で
住
所

、
氏
名
、
年
齢

、
電
話
番
号

。

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」等
に
つ
い
て

簡
単
に
お
書
き
く
だ
さ
い
期
限
1
7

月
2
5
日
必
着
申
・
問
先
1
千
住
本
庁

舎
・
広
報
課
一
1
-
1
2
0
千
住
―
-
4
-
1
8

容
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

車 い す の介 助 も 貴重 な 体験 で す

国
民
健
康
保
険
料
料

率

を

改
定
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
の
所
得
割
額
は
、

住
民
税
額
を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
平
成
6
年
度
は
、
住
民
税
の
減

税
の
た
め
、
従
来
の
保
険
料
算
定
に
よ

る
収
入
で
は
保
険
料
も
減
収
と
な
り
、

医
療
費
な
ど
の
支
払
い
が
ま
か
な
い
切

れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
6

年
度
に
つ
い
て
は
保
険
料
の
料
率
の
見

直
し
を
行
い
、
保
険
料
が
減
税
前
の
額

を
超
え
な
い
範
囲
で
次
の
よ
う
に
均
等

割
額
を
引
き
下
げ
、
住
民
税
額
に
か
け

る
料
率
(
所
得
割
額
)
を
引
き
上
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
民
健
康

保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
の

改
定
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

均
等
割
額
-
1
万
5
千
9
0
0

円
(
改
定
前
1
万
6
千
瞋
円
)

料
率
=
1

・
3
3
7
(
改
定
前
1
・
0
7
)

※
平
成
6
年
度
の
み
の
改
定
で
す

問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

第
1
6
回

足
立
の
花
火

日
時
=
7
月
2
8
日
(
木
)
、午
後
7

時
1
5
分
～
8
時
4
5
分
(
荒
天
の
場

合
は
2
9
日
に
順
延
)
場
所
―
荒

川
河
川
敷
(
千
住
新
橋
～
西
新
井

橋
間
)

問
先
―
観
光
協
会
事
務

局
(
中
央
本
町
庁
舎
・
産
業
振
興

課
内
)

容
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

東
西
方
向
の
交
通
機
関
の
早
期

実
現
に
向
け
て
、都
知
事
へ
要
望

5
月
2
3日
、
足
立
・
葛
飾
・
江

戸
川
三
区
の
区
長
、
議
長
が
そ
ろ

つ
て
、
東
部
地
域
の
環
状
交
通
機

関
の
整
備
を
求
め
る
要
望
書
を
都

知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

現
在
区
に
は
日
暮
里
・
舎
人
線

や
常
磐
新
線
な
ど
。
放
射
方
向
の

交
通
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

環
状
方
向
に
結
ぶ
鉄
道
路
線
が
な

く
、
大
変
不
便
を
き
た
し
て
い
ま

す
。
こ
の
要
望
書
で
は
、
東
部
地

域
の
環
状
交
通
が
こ
の
地
域
の
交

通
不
便
の
解
消
に
と
ど
ま
ら
ず
、

都
心
部
へ
の
集
中
抑
制
に
も
つ
な

が
る
こ
と
を
あ
げ
、
環
状
交
通
機

関
の
早
期
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

要 望 書を 提 出 する 足 立 区 の区 長 、 議 長

都
区
制
度
改
革
で
都
が
提
案

清
掃
事
業
を
区
の
仕
事
に

特
別
区
は
大
筋
で
了
承
の
方
向

現
在
の
特
別
区
は
、
都
の
内
部
的

団
体
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
一
般

の
市
に
比
べ
て
権
限
が
制
約
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
そ
の
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。特
別
区
で
は
、

清
掃
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
区
民
に

身
近
な
仕
事
を
で
き
る
だ
け
都
か
ら

区
に
移
管
す
る
と
と

も
に
、
財
政
自
主
権

を
強
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
特
別
区
の
自

主
性
・
自
律
性
を
高

め
、
特
別
区
を
基
礎

的
自
治
体
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る

都
区
制
度
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
改
革
の
一
環
と
し
て
5
月
2
4

日
、
都
は
こ
れ
ま
で
都
が
行
っ
て
い

た
清
掃
事
業
を
す
べ
て
特
別
区
の
仕

事
と
し
て
移
管
す
る
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。
特
別
区
で
は
、
都
の
提
案

を
積
極
的
に
受
け
と
め
、
大
筋
で
了

承
す
る
方
向
で
、
詳
細
に
つ
い
て
の

検
討
を
急
い
で
い
ま
す
。

都
の
提
案
は
、2
3区
内
で
出
さ
れ

る
ゴ
ミ
を
集
め
た
り
、
工
場
へ
溷
ぶ

仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
清
掃
工
場
の
運

営
な
ど
ご
み
処
理
の
す
べ
て
を
全
国

の
市
町
村
と
同
じ
よ
う
に
、
各
区
の

責
任
で
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
清
掃
行
政
に
は
、
地

球
の
環
境
を
守
り
、
限
り
あ
る
資
源

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
ご

と
に
き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
で

す
。
各
区
が
清
掃
行
政
を
行
う
よ
う

に
な
る
こ
と
は
、
区
民
の
み
な
さ
ん

が
、
自
分
た
ち
の
出
す
ご
み
の
問
題

を
、
身
近
な
区
と
一
体
と
な
っ
て
解

決
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

特
別
区
で
は
、
来
年
4
月
の
関
係

法
令
の
改
正
を
目
指
し
て
制
度
改
革

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
革

の
大
き
な
柱
で
あ
る
、
濟
掃
事
業
の

移
管
に
つ
い
て
の
提
案
が
行
わ
れ
た

こ
と
で
、
制
度
改
革

は
、
今
後
大
き
く
前

進
す
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

特
別
区
の
制
度
改

革
は
、
区
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
な
く
て

は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
足
立
区
で
は

清
掃
事
業
受
け
入
れ
の
た
め
全
力
を

あ
げ
、
こ
の
改
革
を
或
し
遂
げ
る
決

意
で
す
。
今
後
も
区
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
企

画
課
a
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

葦立ち介
護
預
託
制
度

今
年
の
梅
雨
は
例
年
並
み
と
の

こ
と

。
お
米
や
野
菜
に
大
打
撃
を

も
た
ら
し
た
昨
年
の
よ
う
な

長

雨

、
冷
夏
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
心
か

ら
祈
る
ば
か
り
で
す

。

さ
て

、今
年
4

月
か
ら

、介
護
預

託
制
度
が
便
利
に
な
り
ま
し
た

。

こ
れ
は

、
区
民
の
方
々
が
福
祉
活

動
を
し
た
時
間
を
積
み
た
て
て

、

必
要
に
な
っ
た
と
き
に
引
き
出
し

て
使
え
る
制
度
で
す
が

、
こ
れ
ま

で
は
、
区
内
だ
け
し
か
利
用
で
き

な
か
っ
た
も
の
を

、
都
内
1
0
区
の

福
祉
公
社
が
協
定
し
て

、
共
通
利

用

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た

。
こ
れ
に
よ
り

、
老
親
が
他
区

に
い
た
り
、
自
分
が
足
立
区
外
へ

転
居
し
た
り
し
て
も
、1
0
区
内
で

し
た
ら
こ
の
預
託
時
間
を
引
き
出

し
て

使
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

現
在
、
足
立
区
の
あ
い
あ
い
公

社
の
協
力
員
と
し
て
登
録
し
て
い

る
方
が
5
6
0人
余

。料
理
、掃
除

、
散

歩
な
ど
の
家
事
援
助
や
介
護
な
ど

に

、
朝
5

時
か
ら
夜
1
0
時
ま
で
活

躍
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

。

こ
の
活
動
を
預
託
し
て
い
る
人
は

い
ま
1
2
0人

。
す
で
に
他
所
に
庄
む

家
族
の
た
め
に
利
用
し
た
方
も
い

る
と
の
こ
と

。
高
齢
社
会
を
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
区
民
の
方

々
の
多
様
な
活
動
が
必
要
で
す

。

一

●
一

一

●
1

こ
の
制
度
が
、
母
の
日
や
父
の
日

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
ほ
ど

、
広

ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

区長
　古
性直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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保

健

ガ
イ
ド

日
本
脳
炎
予
防
接
種

日
時
等
―
表
I
の
と
お
り

対
象
I
満
4

歳
以
上
(
4
月
1
日
現
在
)
学
齢
前
で

幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
つ
て
い
な
い
幼

児
/
幼
稚
園
・
保
育
園
児
、
小
・
中
学

生
で
、各
施
設
で
の
実
施
日
に
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
方
接
種
方
法
=
初
め
て

こ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
幼
児
は
I
～

2
週
間
の
間
隔
を
あ
け
て
2
回
接
種
、

そ
れ
以
外
の
方
は
1
回
接
種

費
用
―

無
料

※
当
日
は
体
温
を
計
り
、
母
子

手
帳
と
印
か
ん
を
持
笋
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

千
庄
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

表1　日本脳炎予防接種会場等

※ いずれも午後1時45分～2時45分

動
脈
硬
化
予
防
を

め

ざ
し
て

次
の
保
健
相
談
所
で
は
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
気
に
な
る
方
や
、
動
脈
硬
化

が
心
配
な
方
を
対
象
に
し
た
講
座
を
閧

催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

け
ん
こ
う
大
学

内
容
・
日
時
等
―
表
2
の
と
お
り

定

員
-
3
5人
(
抽
選
)
S

用
―
無
料

申

込
―
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
6
月

2
8日
消
印
有
効

場
・
申
・
問
先
=
江

北
保
健
相
談
所

〒
1
2
3西新
井
本
町
2
-
3
0
-
4
0

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表2　 けんこう大 学
「 動 脈 硬 化 予 防 を めざ し てJ ( 5 日 制)

場所: 江北保健 相談所C7/ 28 のみ江北センター)

動
脈
硬
化
予
防
教
室

内
容
・
日
時
等
―
表
3
の
と
お
り

定

員
よ
J
人
(
先
着
順
)

費
用
―
無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問
先
―
中
央

本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

※ 希圃夸には血液検査をします( 610円) 。また、万歩計の貸し出しも行います。

表3　 動脈硬化予防教室
「コレ ステ囗- ル ・中性脂肪を増やさぬために 」( 3 日制)
- =- ・- 一 一
謫 圈: ● 天 堂 大 学 体 育 学 部 教 授 ・武 井 正 子 氏 ほ が

宿 泊 施 設 インフ ォメ ー ショ ン

保養所の申込
方 法 の変 更

7 月から隔月
受付になります

保
餐
所
な
ど
区
外
宿
泊
施
設
の
希
望

者
が
増
え
、
抽
選
に
当
た
ら
な
い
な
ど

区
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
思
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
'
I
S募
(
ガ

キ
の
当
選
率
を
高
め
、
少
し
で
も
多
く

の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
7
月
か
ら
下
記
の
と
お
り
受
付
方

法
を
隔
月
(
2
ヵ
月
に
I
度
)
に
変
更

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

(左
表
の
と
お
り
)
。

※
▽
申
込
(
ガ
キ
に
は
、
2
ヵ
月
間
の

中
か
ら
希
望
日
を
3
つ
ま
で
記
入
し
て

く
だ
さ
い
(
7
月
1
日～
1
0
日
受
付
分

か
ら
)

▽
申
し
込
み
は
、
I
グ
ル
ー

プ
(
ガ
キ
ー
枚
で
す
。9
月
分
1
枚
、1
0

月
分
1
枚
な
ど
。
―
人
で
2
枚
の
(

ガ
キ
を
出
す
こ
と
は
で
淞
汞
せ
ん

▽
8

月
以
降
の
偶
数
月
は
、
抽
選
申
し
込

み
受
け
付
け
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
間

還
え
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す

● 変更後の受付期間等( 平成6年7月～平成7年5月)

● 各施設 利用案内

9
・
1
0月
分
の

利

用

案

内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左
下
表
)

で
受
け
付
け
ま
す
。

申
叺
一
方
法
=
公
社
の
各
施
設
で
販
充
す

る
申
込
(
ガ
キ
(
5
0
円
)
に
、必
要
事
項

を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
(
I
グ

ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)
(
ガ
キ

申
込
期
間
=
7
月
1
日
～
1
0
日
必
着
　

(抽
選
結
果
を
7
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
)

受
付
―
当
選
者
は
、8
月
1
1日

ま
で
に
各
公
社
施
般
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

空
き
室
の
利
用
案
内

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

利
用
月
の
前
月
の
第
2
金
曜
日
か
ら

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」
で
予
約
で
孝
ま
す
。

ま
た
、
公
社
の
各
施
設
(
左
下
表
)
で

も
直
接
受
け
付
け
ま
す
。7
月
分
の
空

き
室
利
用
は
。
各
公
社
施
設
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

8
月
分
は

▽
窓
口
・
:
7月
8
日
か

ら

▽
電
話
・・・
7
月
1
5日
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。
※
予
約
浚
、3
日
以
内
に
お

近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申
し

込
み
は
、利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
す
)

● コミュニティ文化・スポーツ公社一覧表

● 受付時間=①～⑩は午前9時～午後8時、⑩は午前9時～午後5時、
eeは午前10時～午後6時( 毎週月曜日休館)

◎ 伊豆高原あだち荘は、衛生管理良好により、熱海保健所長賞を受賞しました。
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食
と
健
康
教
室

体
重
が
気
に
な
る
方
、夏
に
向
か
っ
て

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か

次
の
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は
、

食
事
の
工
夫
と
還
動
に
よ
る
ダ
イ
エ
ッ

ト
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

賢
用
―
無
料

申
込
―
電
話
*

筆
記
用
具
・
普
段
使

っ
て
い
る
ご
飯
茶
わ
ん
を
持
参

疊
中
央
本
町
保
健
相
談
所

日
時
1
7
月
4
・
1
5・
1
9日
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分
(
3
日
制
)

定
員
=
2
0

人
(
先
着
順
)

※
塩
分
測
定
用
に

味
噌
汁
5
0∝
を
持
参

場
・
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

□
千
住
保
健
所

日
時
1
7
月
1
2
日
・
午
後
F
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
、7
月
2
2
日
・
午
前
1
0
時
～

正
午
(
2
日
制
)

定
員
=
2
0人
(
先
着

順
)

※
は
し
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
1
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

□
江
北
保
健
相
談
所

日
時
1
7
月
1
3
日
・
午
前
1
0
時
～
1
1
時

3
0分
、7
月
2
0日
・
午
後
1
時
3
0分
I
3

時
3
0分

定
員
よ
J
人
(
先
着
順
)

※
飲
み
物
や
料
理
の
糖
分
測
定
も
行
い

ま
す
。
ま
た
、
塩
分
測
定
希
望
者
は
味

噌
汁
5
0∝
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

健
康
教
室
「
あ
な
た
の
骨
が
危
な
い

―
―
骨
粗
鬆
症
―
―
」

寝
た
き
り
の
原
因
の
一
つ
に
骨
粗
鬆

屁
が
あ
り
ま
す
。高
齢
化
社
会
を
迎
え

て
健
や
か
に
過
ご
す
た
め
に
、中
高
年

か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
。日
時
1
7
月
4
・
1
1
・
2
1

日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
(
3
日

制
)

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員
-
4
0
人
(
先
着
順
)

内
容
・
講
師
=
1

日
目
・・・
病
気
の
原
因
と
予
防
に
つ

い
て
(
都
立
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
訶

院
医
師
・
園
田
茂
氏
)
/
2
日
目
・
:骨

を
丈
夫
に
す
る
た
め
の
食
生
活
の
見
直

し
(
筆
記
用
具
持
参
)
/
3
日
目
…
日
常

生
活
の
過
ご
し
方
、
家
庭
で
で
き
る
運

動
(
通
励
し
や
す
い
服
装
で
)

費
用
9

無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問
先
=

東
和
保
健
相
酸
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

脂
肪
肝
・
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
予
防
教
室

「
肝
臓
と
お
酒
の

上
手
な
つ
き
合
い
方
」

日
時
=
7
月
5
日
(
火
)
、午
後
1
時

3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
―
区
内
在
住

・
在
勤
の
方

内
容
―
肝
臓
鍔
の
予
防

に
つ
い
て
・
血
液
検
査
(
希
望
者
)
S

用
1
千
3
6
0円(
血
液
検
査
実
費
)

講

師
=
成
増
厚
生
病
院
専
門
医
・
市
川
光

洋
氏

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先

り
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

7
月
の
献
血

日
時
等
=
右
表
の
と
お
り

問
先
L
葛

飾
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

　
(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

7 月の 献血日 程

※ いずれも午前10時～11時30分、
午後12時30分～3時30分

動 物 無 料 健 康 相 談 と

犬の登録および

狂犬病予防注射

日
時
等
―
右
表
の
と
お
り
(
雨
天
実
施
)

内
容
―
足
立
区
獣
医
師
会
に
よ
る
勳
物

の
飼
い
方
、
健
康
相
談

費
用
=
無
料

柬
会
場
で
は
、
今
年
度
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
が
済
ん
で
い
な
い
犬
の
登

録
、
注
射
も
行
い
ま
す
(
有
料
5
千
3
3
0

円
)

問
先
―
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

犬 の登録と 狂犬 病予防 注射日 程

障
害
児
歯
科
診
療
・

在
宅
高
齢
者
訪
問
歯
科
診
療

□
障
害
児
歯
科
診
療

日
時
=
毎
週
木
・
土
曜
日
、午
前
9
時
～

午
後
1
時
(
祝
日
を
除
く
)

場
所
=
足

立
区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
―
区
内
在
住
の
1
8歳
未
満
の

軽
・
中
度
の
障
害
が
あ
る
方
/
診

療
場
所
ま
で
通
院
可
能
な
方
(
ご

家
族
の
同
伴
が
必
要
で
す
)

※

璽
度
の
方
の
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
凍
を

行
い
ま
す
。日
時
―
火
～
土
曜

貝
日
時
は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
)

対
象
=
区
内
在
住
の
6
5歳
以
上
の

寝
た
き
り
の
方
/
在
宅
で
介
護
者

の
い
る
方

※
申
し
込
み
受
け
付

け
後
、
本
人
の
健
康
状
態
や
歯
の

状
態
な
ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た
め
、

診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の
日
数
が

か
か
り
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
日
時
=
毎
週
火
1
土
曜
日
、
午
前
9

時
3
0分
1
正
午
、
午
後
1
時
～
3
時
3
0

分
(
祝
日
糞
尿
く
)

費
用
=
保
険
診

潦

申
込
―
電
話

申
・
問
先
―
足
立

区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
8
2
)
3
8
8
2

F
A
X
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

健康カレンダー 7 月の予定

健康 あ・ら・かると

お
や
す
み
前
に
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク

メ
イ
ち
ゃ
ん
の
お
父

さ
ん
は
4
0
歳
。
歯
み
が

き
の
時
、
歯
肉
か
ら
血

が
出
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
ビ
ッ
ク
リ

。「
歯
周

訶
で
は
?

」
と
心
配
で

す
。
と
い
う
の
は

、
職

場
の
同
僚
が
歯
周
訶
で

歯
が
4

本
も
抜
け
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
す
。

先
日
、
保
健
所
の
節
目
健
診
で
、
歯

周
訶
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
結
果

は
軽
い
歯
肉
炎
。
仕
事
に
か
ま
け
、
生

活
は
不
規
則
。
歯
も
み
が
か
ず
寝
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
お
父
さ
ん
。で
も
、

歯
み
が
き
を
中
心
と
し
た
歯
周
病
ケ
ア

で
、
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。

歯
み
が
き
指
4
を
受
け
た
そ
の
日
、

家
族
全
員
の
歯
ブ
ラ
シ
と
歯
垢
染
め
出

し
液
を
賈
っ
て
の
実
演
。「
え
え
っ
」お

母
さ
ん
の
歯
と
歯
肉
の
境
目
は
真
っ

赤
。「
み
が
い
た
つ
も
り
で
も
、み
が
き

殘
し
っ
て
多
い
だ
ろ
う
。こ
の
歯
垢
は
、

歯
周
訶
菌
な
ど
の
集
ま
り
な
ん
だ
。
し

っ
か
り
取
り
除
く
こ
と
が
第
一
な
ん
だ

よ
」お
父
さ
ん
は
、得
意
そ
う
で
し
た
。

今
。
歯
を
失
う
原
因
の
5
0
%は
、
歯

周
病
で
す
亅
仞
め
の
う
ち
は
痛
み
も
な

く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
進

む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
軽
い

歯
肉
炎
な
ら
、
歯
み
が
き
で
改
善
で
き

る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
お
や

す
み
前
に
は
歯
周
訶
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

▽
歯
肉
が
赤
い

▽
腫
れ
て
い
る

▽
歯
肉
か
ら
血
が
出
る

▽
歯
肉
が
ム

ズ
ム
ズ
す
る

▽

歯
が
長
く
な
っ
た

気
が
す
る
匚卜
な

ど
は
注
意
信
号
。

早
め
に
歯
医
者
さ
ん
へ
。

今
で
は
、
お
父
さ
ん
は
、
歯
ブ
ラ
シ

の
届
き
に
く
い
と
こ
ろ
も
気
配
り
し
て

の
歯
み
か
き
上
手
。
お
風
呂
の
中
で
の

「
ゆ
っ
た
り
歯
み
が
き
」
や
本
を
読
み

な
が
ら
の
「
な
が
ら
歯
み
が
き
」
も
板

に
つ
き
。
歯
肉
も
ひ
き
し
ま
っ
た
ピ
ン

ク
色
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

A
保
健
所
・
歯
科
衛
生
士
V
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管弦楽と合唱のための組曲

わが街に
足カ区が区制60周年を紀念し、作曲を團伊玖癰さん、

作詩をなかにし礼さんにお顧いして作った、曾弦楽と合

唱のための組曲「わが街に」。3 月27日にギャラクシティ
で行われた披露コンサートでは、そのやさしく、温かな

旋律が聴衆を魅了しました、今回、この組曲が、ふるさ
と賛歌として多< の区民に優され、歌い縲がれていくこ

とを願って、紙上でその詩をご紹介します。足立の姿を、

叙情耆かに歌いあげた詩をご懦能< ださい、

管
弦
楽
と
合
唱
の
た
め
の
組
曲

わ
が
街
に

作
詩
　
な
か
に
し
　
礼

作
曲
　
園
　
伊
玖
磨

前
奏
曲

桜
の
花
が
咲
く
頃

初
恋

秋
の
曲

友
あ
り
て
こ
そ

桜
の
花
が
咲
く
頃

桜
の
花
が
咲
く
頃

あ
な
た
は
ひ
と
き
わ
美
し
い

あ
な
た
と

め
ぐ
り
逢
っ
た

こ
の
街
だ
か
ら

世
界
で

一
番

こ
の
街
が
好
き

風
が
な
が
れ

花
が
な
が
れ

花
を
う
か
べ
て

川
が
な
が
れ
ゐ

あ
ゝ
幸
せ
を
あ
な
た
}
`
レ
沸
が
汝
い
」

こ
の
心
い
っ
ぱ
い
の
愛
を
I

ま
な
ざ
し
に
込
め
て

み

つ

め

あ
う
I

目

と

目

今

青
膺

あ
な
た
と

と
も
に
暮
ら
す

こ
の
街
だ
か
ら

ど
こ
に
も

行
か
な
い

こ
の
街
が
好
き

歌
が
な
が
れ

涙
な
が
栽

涙
う
か
ぺ
て
バ
芦
网
ぼ
网
匹
匯

あ
ゝ

幸
せ
に

鳶
粲
だ
朏
囗
濶
襾
迦
U

こ
の
体
い
っ
ぱ
い
の
栗
刳

指
先
に
込
め
て

に
ぎ
り
あ
う

手
と
手

今

青
春

桜
の
花
が
咲
く
頃
あ
な
た
は
ひ
と
き
わ
美
し
い
`

j - nd4nt t conmat s 桜の花が咲く頃 な
〃 にし礼 作鋳

鬮 參1衣聯 作曲

初

恋

花
火
の

人

暗
い
橋
の
下
へ
―
―

名
前
ば
か
り

何
も
言
え
ず

誰
か
肋
け
に
き
て
お
く
れ

あ
わ
れ

初

ポ
ー
ト
で

づ
J
j

や
っ
と

二
人
き
り
に
l

。浅

恋
の
意
味
さ
へ

ま
だ
知
ら
ず

何
も
言
え
ず

何
も
出
来
ず

時
よ
止
ま
れ

永
違
に

あ
わ
れ

初
恋
の

昼
下
が
り

書
館

膕

囑
1

-
'
1
1
4
り
-

卒
業
式
も

近
い
の
に

何
も
言
え
ず

何
も
出
来
ず

い
っ
そ
死
ん
で

し
ま
い
た
い

あ
わ
れ

初
恋
の

夕
ぐ
れ

友
あ
り
て
こ
そ

友
あ
り
て
こ
そ

青
春
は
あ
る

無
垢
な
心
に

翼
を
つ
け
て

君
も
翔
べ

わ
れ
も
翔
ぷ

望
み
ま
っ
し
ぐ
ら

友
あ
り
て
こ
そ

歓
ぴ
は
あ
る

力
あ
わ
せ
た

勝
利
の
美
酒
を

君
も
飲
め

わ
れ
も
飲
む

酔
っ
て
眠
る
ま
で

友
あ
り
て
こ
そ

悲
し
み
は
あ
る

胸
の
傷
み
と

闘
い
な
が
ら

君
も
泣
け

わ
れ
も
泣
く

涙
か
れ
る
ま
で

友
あ
り
て
こ
そ

人
生
は
あ
る

抱
き
つ
づ
け
た

見
果
て
ぬ
夢
を

君
も
追
え

わ
れ
も
追
う

命
果
て
る
ま
で

秋

の

曲

秋
の
日
の

私
は
枯
れ
葉

9
'え
つ
き
て

終
わ
っ
た
恋
を
歌
う

陥
に
墜
ち

風
に
吹
か
れ

随
鴻
を
こ
ろ
が
り
ゅ
く

衂
政
歌
は

吻
よ
う
な
ら

さ
よ
う
な
ら

狄
の
日
の

私
は
枯
れ
葉

涙
な
く

別
れ
た
恋
を
歌
う

夕
空

言
の
切
れ
目

池
い
出
が
薄
れ
て
行
く

私
の
歌
は

ほ
{よ
う
な
ち

さ
よ
う
な
ら

街
角

深
ま
り
ゅ
く
季
節
の
中
を

あ
な
た
の
影
が
遠
ざ
か
る

も
う
呼
ぶ
こ
と
も
な
い

匯

哨

う

な
ら

さ

よ

う
な

ら

● 組 曲「 わ が 街 に 」に
つ い て の お 問 い 合
わ せ は

千住本庁舎・文化振興係へ
3882 ―1111 ㈹

組曲をうたう会
区
民
の
蠎
さ
ん
に
組
曲『
わ
が
衡
に
』

を
歌
っ
て
い
た
だ
く
演
奏
会

瓦
い

ま

す
。
団
員
募
集
な
ど
、

く
わ
し
く
は
、「
あ
だ

ち
S

報
」
8

月
1
0
a

号
に

掲
載
予

定
で

す
。
指
舞
者
や
ヴ
ォ

イ
ス
ト
レ
ー
ナ

ー
の

方
々
に
よ
る
楽
し
い

練
習
で
岨
曲
の
す
ほ

ら
し

さ
旡

耳
)
、
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い

。

開
催
日
時
-
1
2
月
2
5

日
(
日
)
、
午
後
2
時
3
0

分
間
濟
予
定

場

所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
西
新
井
文
化
ホ

ー
ル

周
先
1
千
庄

本
庁
舍
・
文
化
振
興
係

(
a
8
2
T
1
1
1

㈹

インタビュー

時が過ぎても
歌い続けられる曲に

一
伊
玖
磨
さ
ん
「足
立
区
と
は

1
0
年
前
に
区
取
を
作
曲
し
て
以
来
の

お
つ
き
あ
い
で
す
。区
内
は
、ほ
と

ん
y
S
ち
こ
ち
歩
き
ま
し
た
。哭
し

い
縁
や

、
歴
史
の
た
た
ず
ま
い
を
残

し
た
所
は
も
ち
ろ
ん

、
お
い
し
い
お

店
も
よ
く
知
っ
て
い
ま
す

。
い
き
い

き
と
し
た
人
々
の
奉
居

が
愚
じ
ら
れ

る
ま
翦
迴

と
思
い
ま
し
た
ね

。

『
わ
が
衡
に
』
に
は

、
な
か
に
し

礼
さ
ん
の
若
い
セ
ン
ス
と

、
僕
が
感

じ
た
足
立
区
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
夢
、

経
験
を
鰹
り
込
み
、
古
い
も
の
と

新

し
い
も
の
か
膺
和
し
た
メ
ロ
デ
ィ
に

な
り
ま
し
た
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
万
の
心
に
何

か
を
晒
り
か
け
、
で
書
た
ら
幸
せ

を

さ
し
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
音
楽
に
な

つ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

な
か
に
し
礼
さ
ん

「
足
立
区
の

水
と
縁
や
歴
史
の
匂
い
の
中
で
生
ま

れ
膏
っ
た
人
々
が
、
そ
の
土
地
を
愛

し
な
が
ら
新
し
い
衣
ち
を
つ
く
ひ
あ

げ
て
参
た
。
そ
の
よ
ぺ
卮

思
い
を
旻

現
レ

た
つ
も
り
で
す
。

意
図
し
て

。足
立
区
'
の

名
は
入

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は

、
よ
り

広
く
、
多
く
の
人

々
に
歌
い
続
け
て

膵
し
い
。
足
立
区
か
ら
飛
び
立
っ
た

花
扮
(
岨
曲
)

が
、
全
一

各
地
で
新

し
い

花
を
咲
か
せ
て
欲
し
い
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
、
区
民
の

皆
様
に
こ
の
『
わ
が
街
に
』
痴
羮
し

て

い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
大
い
に
歐

っ
て
い
た
だ
孝
た
い
と
思
い
ま
す
」

(
3
月
2
7
日
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル
で

行
わ
れ

た
、
制
作
紀
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
)

平
成
6
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

区
関
係
で
2
5人
が
受
章

平
蒿
6
年
番
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章

者
が
発

責
さ
れ

、
区
関
係
で
2
5
人
の
万

が
受
章
さ
れ
ま
し
た

。
区
で

は
6
月
1
3

日
に
叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者
を
招
零

、

永
年
に
わ
た
る
社
会
へ
の
功
労
に
対
し

感
謝
し

、
祝
福
し
ま
し
た

。
今
回
の
受

章
考
は

、
次
の

方
々
で
す
(
取
称
略
)
。

A
叙
勲
賢
章
者
v

▽
枝

連
久
雄
(
7
1

斌
T

勲
四

等
旭
日
小
綬
章

▽
中

村
芳
生
(
7
0斌
T

勲
四
等
旭
日
小
綬
章

▽
片
山
正
熨
7
1
鎭
)・
・・
勲

五
等
双

光

旭
日
章

▽
献
原
計
(
8
3戚
T

勲
五
等

双
光
旭
日
章

▽
大
内
膏
(
7
5斌
T

勲

五
等
双

光
旭
日
章

▽
恩

田
意
太
郎
(
7
6

歳
)
・・・
勲
五
等
瑞
宝
章

▽
金
杉
法

寿
(
7
6歳
)
・・・
勲
五
等
瑞
宝
章

▽
志
村

勇
(
7
0歳
T

勲
苙
令
瑞
宝
章

▽
西
村

保
英
(
7
0畿
)・
・・
勲
苙
等
璢
宝
章

▽
水

落
ユ
キ
(
7
4歳
)
・・
・
勲
五
等
瑞
宝
章

▽

杳
田
穣
(
8
8歳
T

勲
五
等
刑
宝
章

▽

横
山
傳
四

郎
(
8
8歳
)・
・・
勲
五
等
瑞
憲
章

▽
大
石
文

雄
(
6
6渝
)
・・・
勲
六

等
単
光

旭

日

章

▽

児

矢

野
観
(

㈲

紕
)

・
:

勲

六

等
単

光

旭
日

傘

▽

山

崎

溥
(
7
3

裳
)
・
・・
I
(

等

舉

光

旭

日

章

▽
伊

篳

直
人
(
6
1

廐
)

・・・

勲

六

等

瑞
宝

章

▽
吟

木

甲
子

郎
(
7
0

蔵
)
・
・・
I
(

等

璢

宝

章

▽
芹
川
和
男
命

趣
T

勲
六
等
瑞
宝
輩

▽
千
康

林
巾
(
6
5鐡
)・・
・
鳳
六
等
瑞
宝

章

▽
中
川
志
で
(
7
2斌
)
・・
癜

六
等
瑞

宝
章

▽
野
口
平
八
郎
(
6
6鎭
)
・・
・
勲
六

零
瑞
宝
竃

▽
森
田
芳
雄
(
叭
鳶
)
・・・
勲

六
等
瑞
宝
章

▽
中
村
皿
延
(
6
9畿
)・
・・

勲
七
辱
璢
宝
聿

人
褒

章
受
章
者
v

▽
五
十
嵐
正
(
5
6

歳
T

藍
綬
褒
章

▽
小
松
崎
吉
夫
(
6
7

歳
)
・・・
藍
綬
褒
章

A
総
曷
課
v

特別区職員募集
< Ⅲ類・保健婦(士) >

試
鞅
日
=
9
月
1
8
日
(
日
)
課
用
予
定

l
平
成
7
年
4
月
1
日
以
降
職
橦
・

受
験
資
格
等
―
右
表
の
怠
`
り
郵
送

申
込
期
限
1
8

月
2
2
日
聘
印
有
効

特

夢
申
込
期
限
=
都
内
各
区
役
所
・・・
8
月
1
9
m
-
2
3

日

特
別
区
人
事
委
員
会
事

務
局
賦
験
陳
・・・
8
月
1
9日
1
2
4
日

嶌

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
I

午
後
5

時

申

込
一

類
配
布
I
都
内
各
区
役
所
ま
た
は

特
別
区
人
事
委
貝
会
事
筋
局
賦
験
課

申
・
岡
先
-
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務

局
試
験
課
〒
1
0
2
千
代
田
区
九
段
北
l

(
5
2
1
0
)
9
I
フ
～
9

・

公
務
輿
セ
ミ
ナ
ー
開
催

日
時
1
8

月
1
9・
2
2日

、
午
前
9

時
3
0

分
I

午
後
3

時
3
0分

場
所
=

東
京
区

歌
会
館
(
地
下
鉄
東
西
纏
・
半
蔵
門
繚

九
段
下
釈
下

車
徒
歩
F
芬
)

内
容
―

各
区
の
特
色
等
(
足
立
区
は
1
9日

、
午

前
の
予
定
)

問
先
1
千
住
太
庁
舎
・

人
事
佩
　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

職種および受験賢格碍

足
立
区
職
員
(保
母
)募
集

選
考
-
9
月
n
日
(
日
)
採
用
予
定
―

平
成
7
年
4
月
1
日
以
降
募
集
I
H

類
・
:
約
1
5
人
、m
類
・
・
・
若
千
名
受
験

資
格
=
▽
n
類
・
・
-
囘
和
船
年
4
月
2
日

か
ら
昭

和
5
0年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
保
母
資
格
を
有
す
る
方
の
中
で

、

次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
/
厚

生

大
臣
の
指
定
す
る
保
母
養
成
所
を
本
業

し
た
方
(
平
嵎
7

年
3
月
ま
で
に
本
業

見
込
み
も
可
)
/

平
成
3
年
黶
以
降
の

保
母
賦
験
に
合
格
し
た
方
/
保
母
賢
格

取
辱
礎
実
務
経
験
2
年
以
上
の
方
▽

Ⅲ
類
・
・
・
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
以
降
に
生
*

萪

た
方
で

、
保
母
の
資
格
を
有
す
る

方

申
込
―
所
定
の
驟
歴
s
1

通
を
持

番
ま

た
は
郵
送

受
付
時
間
―
午
前
9

時
I

午
後
5

時
(
土
・
日
嚆
日
壽
際

く
)

期
限
=
8

月
1
9日
消
印
有
効

申
・
問

先
1
千
僅
冰
庁
舎
・
人
事
係

〒
贋
千

住
1
-
4
-
1
8

(
3
a
2
T
1
1
1

㈹

非
常
勤
の
保
健
婦
募
集

保
健
所
で
健
康
相
談
等
の
保
健
指
導

業
躋
に
従
S
す
る
方
を
募
集
し
ま
す

。

く
わ
し
く
は

、
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問
先
1
千
庄
保
矚
所
・
保
健
指

導
　
a
)
4
2
7
7

国保「海の家・山の家」 国
保
課
で
は

、
今
年
も
民
宿
な
ど

奮

胃

工

げ
、
左
詼
の
『
悪
の
家
・

山
の
M
i

を
開
設
し
て
い
ま
す

。
抽

遵
終
了
後
の
9

童
利
用
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

期

間
=
7

月
1
8
m
-
8

月
3
0
日

対

象

―
区
内
在
住
・
在
励
の
方

申
込
―

罵
話
予
約
の
う
凡
哽
用
料
を
窓
口
へ

受
付
1
6

月
2
8日
I

利
用
日
の
1

日

畊
ま
で

申
・
岡
先
=

中
央
太
町
庁

舎
・
国
民
健
康
保
険
朦
庶
務
係

(
3
8
8
)
5
1
2
2

< 海の家>

< 山の家>

1梛韆定員6 僵・・・4Å、7. 5皿・・・5Å、8 儼… 5 Å、9 豊一一4人、¶ 0髏… 6 人、1 榛・・・5人
*g 鏖は、ペツドガ4 台入っています。 ● 溷の家、LIの家とも食事や寝貝の出し入れは、セルフサービスです。
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは… …

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それ ぞれの電 話 番号へ 。

国

保

助
産
費
、育
児
手
当
金
を
支
給
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
出
産
し
た
と
き
は
、
出
生
児
1
人
に

つ
き
助
産
費
2
4万
円
、
育
児
手
当
金
2

千
円
を
支
給
し
ま
す
。ま
た
、助
産
費
に

つ
い
て
は
、
妊
娠
4
ヵ
月
(
8
4日
)
以
上

で
あ
れ
ば
、
流
産
、死
産
(
人
工
中
絶
も

含
む
)
の
場
合
で
も
支
給
し
ま
す
。

※
助
産
費
に
つ
い
て
は
、
出
産
者
本
人

が
、
他
の
医
療
保
険
か
ら
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
(
1
年
以
上
の
加
入

で
退
職
後
&
力
月
以
内
の
出
産
)
は
、

国
保
か
ら
は
支
給
し
ま
せ
ん

申
込
―

国
民
健
康
保
険
証
/
母
子
手
帳
/
世
帯

主
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
/

世
帯
主
の
印
か
ん
/
筬
産
・
死
産
の

と
き
は
そ
の
証
明
S
を
持
参

申
・
問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
給
付
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

福

祉

(福
)医
療
証
　
7月
1
日
切
り
替
え
で
す

6
5歳
か
ら
6
9歳
ま
で
の
方
が
現
在
お

持
ち
の
刄
医
療
証
は
、
6
月
3
0日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
新
し
い
医
療
証

は
、
6
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
た
だ

し
、
次
の
方
に
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
/

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
/
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
方
/
社
会
保
険
の
被
保
険
者

本
人
/
生
活
保
護
受
給
中
の
方
/
制
限

額
を
超
え
る
所
得
の
あ
る
方
(
上
表
)

問
先
り
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
医
療
係

(福)医療 証所得
制 限 限 度 額

( 7月～7年6月適用)

※ 扶養が2人以上の榻合は　
1人増すごとに35万円を　
加S。特定扶鍠観族( 18　

鑞～22鑞) 、老人扶養篦豈　
( 70 鑞以上) はさら に加算
の楊合かあります

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

所
得
制
限
が
な
く
な
り
ま
す

1
0月
1
日
か
ら
所
得
制
限
が
な
く
な

り
ま
す
。
現
在
乳
幼
児
医
療
証
を
お
持

ち
で
な
い
3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い

る
ご
家
庭
に
、
医
療
費
助
成
制
度
の
甲

請
S
を
7
月
6
日
ご
ろ
郵
送
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
険
証
の
コ
ピ

ー
を
添
付
し
て
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
す
で
に
申
請
し
た
方
は
提

出
は
不
要
で
す
。
助
成
を
受
け
ら
れ
な

い
方
=
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
/

心
身
障
魯
者
医
9
証
・
ひ
と
り
観
家
庭

医
療
証
を
持
っ
て
い
る
/
児
童
福
祉
施

設
等
に
入
所
し
て
い
る

問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
児
童
医
療
係

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
制
度
の

現
況
届
を
お
送
り
し
ま
す

乳
幼
児
の
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
7

月
1
1
(日ご
ろ
現
況
届
を
郵
送
し
ま

す
。
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
か
な

い
と
、m一月
1
日
以
降
の
医
療
証
が
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
。
現
況
届
の
内
容
を
確

認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
同
封
の

返
信
用
封
筒
(
切
手
不
要
)
で
、
期
限
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現

況
届
が
届
か
な
い
場
合
に
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

期
限
a
7
月
2
9日

間
先
=

千
住
本
庁
舎
・
児
童
医
瘠一
係

足
立
区
生
業
資
金
の
貸
し
付
け

一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の
方

に
、
生
業
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

対
象
=
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
条
件
を

満
た
す
方
/
区
内
に
1
年
以
上
居
住
/

世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民
登
録
上
の

世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た
は
拡
充
が

目
的
/
住
民
税
を
蓆
納
し
て
い
な
い
/

確
実
な
連
帯
保
証
人
が
1
人
い
る

貧

付
額
り
I
世
帯
図
万
円
以
内
(
予
定
利

率
2
.
7气

据
置
期
間
中
は
無
利
子
)

返
済
方
法
=
6
ヵ
月
据
え
置
き
後
6
0回

元
利
均
等
僕
還

申
や
・
申
λ
宿
を
窓

口
に
持
参
(
用
紙
は
区
民
事
務
所
、
福

祉
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
)

用
紙
交

付
=
7
月
4
日
か
ら

期
間
=
7
月
H

日
～
2
2日

申
・
問
先
り
千
住
本
庁
舎

・
貸
付
係

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
申
請
を

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、1
8歳
未

満
(
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
窶
は
2
0

歳
未
満
)
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

母
ま
た
は
養
育
者
で
、
父
が
次
の
状
態

に
あ
る
方
…
曜
婚
、死
亡
、生
死
不
明
、
1

年
以
上
の
遺
棄
ま
た
は
1
年
以
上
の

法
令
に
よ
る
拘
禁
等
で
父
観
不
在
/
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童
で
父

観
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い
た
め
父
親

不
在
/
父
親
が
重
度
の
障
各
(
身
体
障

害
者
手
帳
1
・
2
級
程
度
)

支
給
が

制
限
さ
れ
る
場
合
=
所
得
制
限
額
以
上

の
収
入
が
あ
る
と
き
/
公
的
年
金
を
受

給
し
て
い
る
と
き
/
児
童
が
父
観
の
死

亡
等
に
よ
り
公
的
年
金
を
受
給
、
あ
る

い
は
加
給
年
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

と
き
/
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る

と
き
/
昭
和
6
0年
8
月
1
日
以
降
に
支

給
要
件
に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方

が
、
5
年
以
上
請
求
し
な
か
っ
た
と
き

手
当
月
額
=
全
額
支
給
対
象
者
…
3
万
9

千
謨
円
/
一
部
支
給
対
象
者
…
2
万
6

千
3
7
0円/
児
童
が
複
数
の
と
き
の
2

人
目
・・
1
5
千
円

、3
人
目
以
降
…
2
千

円
を
加
算

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
客
(
愛
の
手
帳
1
～
3
度

ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
―
～
3
級
)

を
も
つ
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
/

所
得
が
限
度
額
以
上
/

児
童

が
施
設
に
入
所
/

児
童
が
障
害
を
理
由

と
す
る
公
的
年
金
の
受
給
資
格
者

手

当
月
額
=
重
度
…
4
万
7

千
原
円
/

中

度
…
3

万
1

千
原
円

い
ず
れ
も

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

税

金

特
別
区
民
税
・
都
民
税

納
税
は
6
月
3
0日
ま
で
に

個
人
で
直
接
特
別
区
民
税
・
都
民
税

を
納
め
て
い
た
だ
く
方
に
、
平
成
6
年

度
分
の
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
し

た
。
第
1
期
分
の
納
期
限
は
6
月
3
0日

で
す
。
お
早
め
に
近
く
の
銀
行
・
郵
便

局
な
ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役
所
、

区
民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
第
1
期
分
に
は
今
年
度
限

り
の
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
減
税
額
は
所
得
剖
額
の
2
0
%相
当

額
(
2
0万
円
が
限
度
)
で
す
。
均
等
割

額
は
減
税
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
先
h
中
央
本

町
庁
舎
・
課
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

お
知
ら
せ

就
学
相
談
　
7月
1
日
か
ら
始
め
ま
す

教
育
研
究
所
で
は
、
来
年
4
月
に
小

学
校
へ
入
学
す
る
、
心
身
に
嘩
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の

就
学
相
談
を
7
月
1
日
か
ら
行
い
ま

す
。
教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ

い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
応
じ
ま
す
。
日
時
止
一
}
週
月
昭
日

～
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時
※
ま
ず
は
I
`
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

塲
・
申
・
問
先
=

教
育
研
究
所
就
学
相
談
担
当

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
に
ご
協
力
を

職
親
を
探
し
て
い
ま
す

区
で
は
仕
事
を
通
し
て
柵
神
障
害
者

の
方
が
社
会
復
帰
す
る
の
を
援
助
し
て

く
だ
さ
る
事
業
所
(
職
親
)
を
探
し
て
い

ま
す
。
職
親
制
度
(
通
院
患
者
リ
(
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
)
に
よ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
で
精
神
障
害
者
の
方
を

訓
練
生
と
し
て
指
導
、
援
助
し
て
く
だ

さ
る
事
業
所
に
は
、
関
係
機
関
職
貝
が

支
援
し
ま
す
。ま
た
、経
済
的
援
助
(
事

業
所
に
奨
励
金
と
し
て
1
日
2
千
円
、

訓
練
生
に
手
当
と
し
て
1
日
千
円
を
、

原
則
と
し
て
6
ヵ
月
、
最
長
3
年
間
支

給
)
も
行
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
職
員
が
説
明
に
う

か
が
い
ま
す
。

問
先
=
足
立
作
業
訓

練
所

　
(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

印
刷
・
デ
ザ

イ
ン
講
習
会

日
時
=
7
月
8
日
(
金
)
、
午
後
6
時
I
9

時

場
所
=
綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ

対
象

丿
印
刷
業
に
携
わ
る
方
、
興
味
が
あ
る

方

内
容
=
パ
ソ
コ
ン
の
マ
ッ
キ
ン
ト

ッ
シ
ュ
を
使
っ
て
文
字
・
圃
像
・
図
形
の

入
出
力
の
方
法
や
手
順
等
を
学
び
ま
す

定
員
=
囚
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
l
電
話

期
限
=
7
月
6
日

申

・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
工
業
振
興

係

　
(
3
8
8
0
)
5
-
9
1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

指
導
者
保
険

の

更

新

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
4
者
保
険
は
、
毎

年
7
月
1
日
に
自
動
継
続
更
新
し
ま

す
。
た
だ
し
、
団
体
の
代
表
者
が
変
更

に
な
っ
て
い
る
場
合
は
代
表
者
変
更
届

が
必
要
で
す
の
で
、
区
民
串
務
所
等
の

窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

新
規
加
入
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
生
涯
教

育
推
進
課
計
画
係

自
転
車
放
置
禁
止
区
域

北

綾
瀬
駅
周
辺

駅
周
辺
の
歩
道
に
い
つ
も
自
転
車
が

乱
雑
に
置
い
て
あ
り
、
歩
道
を
歩
け
な

い
、
小
さ
い
子
供
の
手
を
取
っ
て
歩
く

の
も
困
難
な
時
が
あ
る
と
い
う
区
民
の

方
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
自
転
車

は
手
軽
な
乗
り
物
で
す
が
、マ
ナ
ー
を

守
ら
な
け
れ
ば
、
迷
葱
な
乗
り
物
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

区
で
は
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0″以

内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定

し
、
禁
止
区
域
内
の
放
置
自
転
車
を
撤

去
し
て
自
転
車
移
送
所
に
保
管
し
て
い

ま
す
。
自
転
車
を
引
き
取
る
時
は
撤
去

料
と
し
て
2
千
円
を
徴
収
し
ま
す
。
撤

去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

盗
難
自
転
車
の
駅
前
へ
の
乗
り
捨
て

が
増
え
て
い
ま
す
。
自
転
車
に
は
防
犯

登
録
を
し
、
必
ず
住
所
と
名
前
を
記
入

し
ま
し
ょ
う
。
万
一
撤
去
さ
れ
て
も
持

ち
主
が
わ
か
れ
ば
連
絡
で
き
ま
す
の

で
、
自
転
車
は
手
元
に
も
ど
り
ま
す
。

□
区
営
・
有
料
駐
車
場

▽
北
綾
瀬
帛
駐
車
場
…
谷
中
2
-
3
-
　

7
衽
先
`
l
(
3
6
2
9
T
0
4
2

▽
北
峻
瀬
北
駐
車
場
・
:谷
中
4
-
4
1
　
9

　
(
3
6
2
9
)
0
8
0
4

□
区
営
・
無
料
駐
車
場

▽
谷
中
五
丁
目
駐
車
場…
谷
中
5
-―
　
-

2
0号
先

□
民
営
駐
車
場

▽
北
綾
瀬
P
・
s
・
s
ビ
ル
駐
軸
場
…
　

谷
中
4
-
1
-
2
0
(
北
綾
瀬
駅
左
斜

め
前
)

　
(
3
6
2
9
)
9
0
0
0

□
加
平
移
送
所
・
:加
平
2
エ

‥‥
-
6

問
先
り
中
央
杢
げ
舎
・
自
転
車
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

北綾瀬駅周辺自転車放置禁止区域
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生

活

環

境

「白
鬚
西
地
区
第
二
種
市
街
地
再
開
発

事
業
8
・
9
街
区
住
宅
建
設
事
業
」

「
常
磐
新
線
(
新
浅
草
駅
付
近
・
都
県

境
間
)
鉄
道
建
設
事
業
」の

環
境
影
響
評
価
書
案
を
公
示
・
縦
覧

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規
定

に
基
づ
き

、評
価
書
案
が
公
示
さ
れ
、そ

れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す

。
評

価
一

案
の
内
容
に
つ
い
て

、
環
境
保
全

の
見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
方
は

、
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

□
白
鬚
西
地
区
第
二
種
市
街
地
再
開
発

事
業
8

・
9

街
区
住
宅
建
般
事
業

公
示
日
1
6
月
2
8
日
縦
覧
期
間
=
6

月
2
9
日
～
7
月
2
8
日
、
午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
4

時
3
0分
(

土
・
日
曜
日
を
除

く
)

縦
覧
場
所
=
千
住
本
庁
舎
・
環

境
課

、都
・
」環
境
影
響
評
価
審
査
室
(
都

庁
第
1

本
庁
舎
3
6
階
北
塔
)
、都
・
多
摩

環
境
保
全
事
務
所
(
立
川
合
同
庁
舎
・
4

階
)
。
な
お

、
区
立
中
央
図
書
館

、
東

綾
瀬
区
民
事
務
所
で

も
閲
覧
で
き
ま
す

意
見
一

の
提
出
期
限
=
8

月
1
2
日

ま
た
、
評
価
一
案
の
内
容
に
つ
い
て

事
業
者
に
よ
る
説
明
会
が
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。
日
時
等
=
7
月
8
日
、

午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
・
:
第
二
中

学
校
体
育
館
/
7
月
9
日
、
午
後
2
時
～

4
時
・
:東
綾
瀬
中
学
校
体
育
館

問

先
―
都
・
再
開
発
部
計
画
課

(
5
3
2
0
)
5
4
4
7

千
住
本
庁
舎
・
環
境
課

□
常
磐
新
線
(
新
浅
草
駅
付
近
・
都
県

境
間
)
鉄
道
建
般
事
業

公
示
日
=
7
月
4
日
縦
覧
期
間
a
7

月
5
日
～
8
月
3
日
、
午
前
9
時
3
0
分
～

午
後
4
時
3
0分
(
土
・
日
曜
日
を
除

く
)

縦
覧
場
所
=
千
住
本
庁
舎
・
環

境
課
、都
・
環
境
影一
評
価
審
査
室
(
都

庁
第
1
本
庁
舎
3
6階
北
塔
)
、都
・
多
摩

環
境
保
全
事
務
所
(
立
川
合
同
庁
舎
4

階
)
。
な
お
、区
立
中
央
図
書
館
、
中
央

本
町
区
民
事
務
所
、
保
塚
区
民
事
務
所

で
も
閲
覧
で
き
ま
す

意
見
S
の
提
出

期
限
=
8
月
1
8日

評
価
書
案
の
内
容
に
つ
い
て
事
業
者

に
よ
る
説
明
を
行
い
ま
す
。

日
時
等
1
7

月
1
2日
・
:青
井
小
学
校
体
育
館
/
7

月
1
3日
…
加
平
小
学
校
体
育
館
/
7

月
1
4日
・
:千
住
本
町
小
学
校
体
育
館
、

い
ず
れ
も
午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分

問
先
―
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
㈱
工
事
第

一
課
　
(
i
r
>
5
6
3
T
3
8
3

千
庄
本
庁
舎
・
環
境
課

―
―
い
ず
れ
も
―
―

意
見
書
の
提
出
・
問
先
a
都
・
環
境
影
響

評
価
審
査
室

〒
旧
-
0
1西
新
宿
2
-
8
-
1

　
(
5
3
2
1
T
1
1
1

㈹

常
磐
新
線
の
都
市
計
画
案
の
縦
覧

お
よ
び
説
明
会

都
で
は
、常
磐
新
線
の
新
浅
草
駅
(
仮

称
)
付
近
か
ら
都
県
境
(
綾
瀬
川
)
ま
で

の
都
市
計
回
案
を
作
成
し

、
次
の
と
お

り
縦
覧
と
説
明
会
を
行
い
ま
す

。な
お

、

都
市
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

意
見
の
あ

る
方
は

、
意
見
S
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

。

□
説
明
会

日
時
等
=
7

月
1
9一
日
・
:
青
井
小
学
校

、7

月
1
3
日
…
加
平
小
学
校

、7
月
1
4
日

・
:
千
寿
本
町
小
学
校
、
い
ず
れ
も
午
後
6

時
3
0分
～
8

時
3
0
分

。
同
時
に
環
境

影
響
評
価
書
案
の
説
明
会
も
あ
り
ま
す

□
縦
覧

期
間
=
7
月
4
日
～
1
8
日
時
間
―
午

前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分
(
土
・

日
曜
日
を
除
く
)

場
所
‥‥千
住
本
庁

舎
・
交
通
計
画
課
、
都
・
都
市
計
画
局

相
談
情
報
課

□
意
見
書
の
提
出

期
限
=
7
月
1
8日

提
出
先
i
都
市
計

画
局
都
市
計
画
課

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
交
通
計
画
課
/

都
・
都
市
計
画
局
交
通
企
画
課

(
5
3
8
8
)
3
2
8
6

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
㈱
建
設
部

　
(
5
5
6
3
)
1
3
8
3

地
区
計
画
の
原
案
を
縦
覧
し
ま
す

区
で
は
、
次
の
地
区
計
画
の
原
案
を

縦
覧
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
関
係
の

あ
る
方
は
、
区
長
に
対
し
て
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
高
野
地
区
地
区
計
画
の
原
案

区
域
=
江
北
一
丁
目
、
扇
二
丁
目
各
地

内
縦
覧
期
間
=
6
月
2
8
日
～
7
月
1
1

日
意
見
書
の
提
出
期
間
=
6
月
2
8
日
～

7
月
1
8日

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提

出
先
=
千
住
本
庁
舎
・
都
市
計
画
係

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
ま
ち
づ
く
り
課

事
業
第
一
係

交
通
意
識
調
査
に
ご
協
力
を

区
で
は
、
便
利
で
快
適
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
目
指
し
て
「
足
立

区
総
合
交
通
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。

こ
の
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
区
内

の
交
通
施
設
の
利
用
状
況
や
新
し
い
交

通
機
関
に
つ
い
て
の
利
用
意
向
な
ど
を

把
握
す
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
は
、
区
が
委
託
し
た
調
査
会
社

の
調
査
興
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、
記
入

方
法
を
説
明
し
た
う
え
で
調
査
票
を
配

布
し
、
後
日
回
収
し
ま
す
。
各
家
庭
を

訪
問
す
る
前
に
、
調
査
協
力
の
お
願
い

の
(
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。
対
象
の
ご

家
庭
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
世
帯
=
約
6
千
世
帯
期
間
1

6
月
2
5
日
～
8
月
3
1
日
間
先
=
千
住

本
庁
舎
・
交
通
計
画
課

年

金

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の

水
道
料
金
が
減
免
さ
れ
ま
す

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
(
緑
色
の
手

帳
を
お
持
ち
で
郵
便
局
で
直
接
年
金
を

受
け
取
っ
て
い
る
方
)
は
、水
道
料
金

の
減
免
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。対

象
=
給
水
契
約
者
で
老
齢
福
祉
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
減
免
措
置
期
間
り

平
成
6
年
9
月
分
～
平
成
8
年
8
月
分

減
免
額
―
基
本
料
金
と
基
本
料
金
に
か

か
る
消
費
税
分

申
請
期
限
=
8
月
3
1

貝
以
降
も
受
け
付
け
し
ま
す
)

申
先
=

水
道
局
足
立
東
営
業
所

(
5
6
8
1
)
2
1
5
1

水
道
局
足
立
西
営
業
所

(
3
8
9
6
)
4
2
2
1

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
」T
)

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
る
方

「
現
況
届

」の

提

出

を

「
受
給
者
現
況
届
」
の
用
紙
を
6
月

末
日
に
郵
送
し
ま
す
。
郵
送
さ
れ
る
方

は
、
次
の
方
で
す
/
2
0歳
前
の
祠
気
や

ヶ
ガ
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て

い
る
方
/
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替
え
ら

れ
た
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
る
方

「
現
況
届
」
は
、
引
き
続
い
て
年
金

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で

す
。7
月
2
8日
ま
で
に
、
必
ず
国
民
年

金
課
給
付
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

ね
ん
き
ん
相
談

日
時
=
7
月
6
日
(
水
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
―
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
屎
前

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く
　
明
る
い
社
会

第
4
4
回

社

会
を

明

るく
す
る

運

動

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
の
な
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
、
法
務
省
の
呼
び
か
け

に
よ
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。区
で
は
、

区
長
を
委
員
長
に
、
保
護
司
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
の
協
力
を
得
て
。
実

施
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

「
少
年
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
の

た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参
加
を
求

め
る
」
を
今
年
の
重
点
目
標
に
掲
げ
、

7
月
か
ら
8

月
に
か
け
て

、
区
内
各
地

域
で
ミ
ニ
集
会
や
講
演
会
な
ど
様
々
な

広
報
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す

。

□
7

月
1
日
は
駅
頭
活
動
を
行
い
ま
す

7
月
1
日
(
金
)
は
「
更
生
保
護
の
日

」

で

、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月

間
の
第
1
日
目
で
す
。午
前
8

時
か
ら

、

北
千
住
駅
、
綾
瀬
駅
、
西
新
井
駅
、
竹

ノ
筱
駅
の
各
駅
頭
で
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
応
急
バ
ン
を
配
付
し
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
を
行
い
ま
す

。

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

政
治
家
等
の
寄
付
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

政
治
家
等
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る

者
に
対
し
て
お
中
元
を
贈
っ
た
り
、

金
銭
を
寄
付
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
有
権
者
が
、
こ
れ
ら
を

強
要
す
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま

す

。ま
た
、政
治
家

等
は

、
暑
中
見
舞

い
・
慶
弔
・
激
励
な
ど
の
あ
い
さ
つ

状
(
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
啻
隊
く
)
を
出
す
こ
と
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。「
贈
ら
な
い
・
求
め
な

い
・
受
け
取
ら
な
い
」
が
、
明
る
く

き
れ
い
な
選
挙
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い
選
挙
を
推

進
し
ま
し
ょ
う
。
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
3
8
8
2
了
1
1
1

㈹

あ
だ
ち
環
境
フ
ェ
ア
'
9
4

いっしょに
やろうよ

今できること

6/ 25 ・26

日
時
=
6
月
2
5・
2
6日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

場
所
=
ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
環
境
課
調
整
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
足
立
区
農
産
物
共
進
会
7

月
2
日
(

土
)
、
正
午
よ
り
展
示
、
午
後
2
時
か

ら
無
料
配
布
・
即
売
/
花
畑
公
園
/
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を
/
足
立
農
協
本

店

　
(
3
8
8
7
)
7
5
0
1

☆
足
立
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
を
持
つ
親
の

会
7

月
2
日
(
土
)
、
午
前
1
0時
～
正

午
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/
情
報
交
換
や
交

流
と
学
習
/
無
料
/
山
田
(
夜
間
)

(
3
8
9
7
)
2
6
4
0

☆
あ
け
ぼ
の
ま
つ
り
7
月
3
日

(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
/
バ
ザ

1
、
慄
擬
店
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
/

う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園

(
3
8
4
8
)
1
1
9
0

F
A
X
(
3
8
4
8
)
1
1
9
1

☆
講
演
会

「
ア
カ
国
語
で
話
そ
う
」7

月
9

日
(
土
)
、
午
後
3
時
～
5

時
/

北
千
住
ル
ミ
ネ
7

階
ウ
イ
ズ
サ
ロ
ン
/

無
料
/

加
藤

(
3
8
5
8
)
3
1
9
0

☆
ウ
イ
メ
ン
ズ
ー
セ
ミ
ナ
ー
7
月
1
0

日
・
1
7
日
・
:
午
前
1
0
時
～
正
午
、
3
0
日

・
:
午
前
9
時
3
0
分
～
H
時
3
0
分
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/
セ
ク
シ
ャ
ル
ー
(
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
/
講
師
は
内
藤
和

美
氏
(
昭
和
女
子
短
大
助
教
授
ン
ー
回

5
0
0
円
/
乾
　
(
3
8
5
4
)
3
9
1
7

☆
第
‥
凵
回
「四
季
展
」7
月
い
1
1
一
日
～

1
7日
/

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(

サ

テ
ィ
4

階
)
/

油
絵
、
水
彩
、
日
本
画

な
ど
/

初
心
者
出
品
歓
迎
/

矢
沢

(
3
8
9
8
)
6
8
0
8

☆
第
2

期
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
7

月
1
4
・
2
9
日
、8

月
1
1
1
1
・
2
5日

、9

月
8

・
2
2日

、
午
後
6

時
3
0分
～
8

時
3
0

分
/

千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館
/
1
6
歳

以
上
の
区
民
/
5
0
0円
/

長
谷
部

a
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

☆
サ
ン
・
老
人
福
祉
会

有
料
老
人
ホ

ー
ム
に
つ
い
て
の
個
人
相
談
、2
・
3

名
で
も
勉
強
会
へ
講
師
を
派
遣
し
ま
す
/

奥
田

　
(
3
6
0
5
)
6
8
9
6
(

土
・
日
を
除
く
午
前
中
)

掲
示
板

□
手
話
講
習
会
7
月
7
日
～
1
2
月
1
5

日
、毎
週
木
曜
日
、午
後
6
時
4
5
分
～

7
時
4
5分
/
無
料
/
大
谷
田
更
生
館

　
(
3
6
0
5
)
3
7
8
0

□
徊
T
C
K
レ
デ
″
-
ス
ク
ーフ
ブ
会
員

募
集

東
京
シ
テ
ィ
競
馬
を
楽
し
む
た

め
の
女
性
だ
け
の
ク
ラ
ブ
。
会
員
専
用

席
利
用
な
ど
特
典
あ
り

対
象
u
満
2
0

歳
以
上
の
女
性
(
学
生
・
生
徒
は
不
可
)

申
込
I
(
ガ
キ
で
資
料
請
求

申
先
=

「T
C
K
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

資
料
請
求
係

〒
1
4
0品川
区
勝
島
2
1
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バ
ス
で
巡
る

夏
休
み
親
子
施
設
見
学
会

日
時
-
7
月
2
6・
2
7日
、
午
前
9
時
1

午
後
4
時
(
予
定
)

見
学
L
生
物
園
、

こ
ど
も
科
学
館
等
の
区
内
各
施
設
(
千

住
本
庁
舍
か
ら
出
発
し
ま
す
)

対
象

―
小
学
校
3
年
生
以
上
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者

定
員
―
各
1
5組
3
0人
(

抽
選
)

申
込
-
往
復
(
ガ
キ
に
住
所

・
観
子
の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
日
、
「
観
子
施
設
見
学
会
希
望
」
と

明
記
※
(
ガ
キ
ー
通
で
I
組
(
2
人
)

ま
で
、S
複
(
ガ
キ
は
無
効
で
す
期

限
1
7
月
5
日
必
着
申
・
問
先
一
千

住
本
庁
舎
・
広
報
課
〒
跏
千
住
1
1

4
-
1
8
　
(
3
8
8
2
T
1
1
1
㈹

新
庁
舎
の
壁
面
に

あ
な
た
の
絵
タ
イ
ル
を
残
そ
う

「
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
あ
だ
ち
」参
加
者
募
集

平
成
8
年
5
月
開
設
予
定
の
区
役
所

新
庁
舎
に
、区
民
の
皆
さ
ん
が
描
い
た

絵
タ
イ
ル
を
般
一
す
る
事
業
で
す
。皆

さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
定
員
-
5
千
S
人
(
抽
選
)

S
用
―
無
科

申
込
―
各
区
民
事
務

所
、
住
区
セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
公

社
に
備
え
付
け
の
所
定
の
6
募
用
紙
に

絵
(
1
0
`
×
1
0
`
)
を
揺
き
、必
要
事

榠
を
紀
入
安
瓦
郵
送
(
5
0円
切
手
を

貼
付
)
。L
T

点
の
み

期
限
1
7
月
1

日
r
8
月
3
1日
必
着

主
催
-
(
社
)

東
京
青
年
会
議
所
足
立
区
委
員
会
・
(

財
)
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

問
先
=

ま
ち
づ
く
り
公
社
都
市
景
観
デ
ザ
イ

ン
靈

　
(
3
8
7
0
)
3
7
3
0

千住大橋架橋400年記念事業
足 立 風 土 記 講 座

「千住 大橋と
荒川・隅田川」

江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
千
住
大

橋
・
千
住
宿
に
つ
い
て
土
木
、建
築
、

地
誌
等
の
専
門
家
が
*
J
案
内
し
嫐
歹
。

日
程
等
-
下
資
り
こ
お
り
場
所
L
ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館
定

具
-
1
5
0
人
(
先
着
順
)
費
用
I
無
料

申
込
一
一
話

申
・
問
先
-
郷
土
薄
物

館

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

足立風土記講座日程等( 時間はいずれも午後2時～4時)

情 報 コ ー ナ ー
世 帯と 人 口( 6 年6 月1 日 現 在)

朧朧膃
ちびっこ野菜収穫

オ リエ ンテー リ ング

日時- 7 月23日( 土) 、午前9 時
場所一六木中央公園 対象一親子(
小学生以下、5n釧、抽 選) 内容一
覯子でクイズをしながら 各農地を
回り、野菜(じ ゃがいも、小松粟、
枝豆等) を収穫します ※ 弁当、
水簡、軍手、休憩用敷物を持参
費用一無料 申込一往復ハガキに
住所ヽ 親子の氏 名、年齢、竜話番

号、「ちぴっこ野菜収穫オリエンテ
ーリング」と明記( 返信用にも住
所、氏 名を配入し てください)
期限- 7 月8 日必着 主催一足立
区農書牟岸者クラブ 申・問先一
中央寡町庁舎・農 産係 〒120 中
央 本町1 ―17―1 　3880―5118

足立合唱連盟 第14回合唱祭
合唱を 愛す る皆 さんに 育て ら

れ、 親し まれて今回で14回を迎え
る合唱祭。会場も新たに、区内で
活動する多くのグループが日ご ろ
の虞果を発表し ます。 日時- 7
月10日( 日) 、午後1 時開演 場所

- ギ ャラクシティ・西新井文化ホ
ール( 入丿昜無料) 筒先一合唱 孤聾
事務局・芳尾
113884―5507C 夜間)
千住本庁舍・文化播 興佩
3882―1111㈹

夏休み親子教室「子どもが食べてる添加物」
親子で手作りの安全なおやつを

作りながら、添加物の学習をしま
す。日時- 7月26日( 火) 、午前
1( l 玲～午後2時場所一エル・ソ
フィア 対象一区内在住・在勤の
親 子( 小 学生 以上) 定員- 48 人

(抽選) 費用一無料 申込一往復
ハガ キに住所、親子の氏名、子供
の学年、電話番号 期限- 7 月7
日必k着 申・問先 一消費者センタ
ー 〒123梅田7 ―33―1
3880- 5385

女と男のフリースペース

オーストラリア人
女性が語る
< 私の見た足立>

日時- 7月8日( 金) 、午後6R?30
分～8時30分対象一区内在住・
存勧・在学の方 内容=J ET プ

ログラム( 外国青年招致 事業) で采
日し、足立区役所に1 年間 勤務し
たアンドレ ア・フレッチャーさ ん
を 迎え、足立区 の印象やオースト
ラリ アとの常識、文化の違いを 楽
しく 話していただきます 定員- 20
人( 先着順) 費用一無料 申 込
一電 話 場・申 ・問先= 女性総 合
センター 　3880 ―5222

暮らしっくスクール公開講座

「木材・バナナから

見 える第三世界」

日時- 7月14日( 木) 、午後60930
分～8時30分場所一エル・ソフ
ィア 講師一北沢津子氏( 国際問
題評諭家) 定員- 30 人( 先着順)
費用一無料 申 込一電話 申・問
先一消費者センター
3880 ―5385

子育てセミナー/ 手 作 り教室

手 ぬ い で で き る 子 ど も 服

バンダナを使って、手縫いでか
わいいアロハシャツを作ります。
針を励かしながら、子育てについ
てみんなでおしゃべりしません
か。日時- 7月7・14・21日( 全
3回) 、午前1( 貰晦～正午対象=幼
児のい るお母さんで、原則とし て3
回すべて参加できる方 定員=

20人( 先着 順) ※ バンダ ナ3 枚( 52
× 52㎝) を持 参 費 用=500 円(

材料費) 申込- 6 月30日、午前9
時から電話 ※ お子さんの保育

を 行っています。お問い合わせく
ださい 場・申・・問先一青年 セン

ター 　3890 ―0061
≪住区 健康 フェスティバル≫

ま ち も元 気 わ た し も 元 気
住区健康フェスティバルでは、

パネル展示や計測 、健康相談、血
液・尿などの検査を行います。こ
の機会に、自分の健康状態を知り、

生活環境を見直し てみませんか。
日程等一表2 のとおり 費用一無

料 申 込一当日直椿会場へ

住区健康フェスティバル日程

臨 時 休 館 の お 知ら せ

教 育 研 究 所

殺虫消毒作業のため、7 月3 日(
日) を臨時休館し ます。 問先一
教育研究所 　3850―8801

郷 土 博 物 綰

郷土博物館では、害虫・カビなど
の防除作三業を行うため、7 月4 日(

月) の平常休館日のほか7 月5 日(
火) を臨時休館します。 問先- =
郷土博物 館　3620 ―9393

図 書 館

次の図● 館では、図● 特別整理
のため休館し ます。ご 不便をおか
けしますが、他の図書館をご利用<
ださい。E>やよい図書館- 7 月

3日～17日C>東和図番館・舎人図
● 館・異本図書館- 7月8日～17
日t >保狠図書館- 7月9日～18日
間先一中央図● 館　3840 ―4646

生 涯 学 習 館

殺虫消毒作業 のため、7 月1 日(
金) 、生唾学習館は全館、休館し
ます。また、7 月2 日( 土) は別 館
のみ休館し ます。なお、7 月1 日(
金) 、東綾瀬R 凾事務所は通常 通
り業務を行い ます。
次の期間は放送大学単位認定試

験等のため生涯学習館の一般貸し
出しを中止します。期間- 7月
22日～8月6日、8月17日～24日
間先一生涯学習館　3605- 7181

◎ 「あだち広報」は再生紙を使用しています
Ta. O. Na. 240, 000


